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研究成果の概要：東南アジアの遺跡や博物館等に遺されているヒンドゥー教や仏教の造形芸術

資料を渉猟し、それらを過去の王朝、民族、あるいは現在の国ごとに分類して検討するのでは

なく、東南アジア全体を一まとまりとする歴史体系の中で総合的に位置づけて考察するための

基礎資料の集成に努めた。特筆すべき成果としては、分担者の深見純生が東南アジアのモンス

ーン航海の確立が 4 世紀前半にさかのぼることを明らかにした点である。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 11,400,000 3,420,000 14,820,000 

２００７年度 10,300,000 3,090,000 13,390,000 

２００８年度 9,600,000 2,880,000 12,480,000 

年度    

  年度    

総 計 31,300,000 9,390,000 40,690,000 

 

 

研究分野：南アジア東南アジア美術史 

科研費の分科・細目：哲学・美学・美術史 

キーワード：東南アジア、南アジア、彫刻史、ヒンドゥー教、仏教 

 
１．研究開始当初の背景 
 同じ研究代表者による 2002～2004 年度の
基盤研究(A)は、東南アジアの古代国家がイン
ド文化の諸要素を組織的に受容することによ
って初めて成立したとするセデスの「インド
化」の概念を批判的に考察した。そしてその
成果の一部として、東南アジアの主要な 10
博物館が所有する彫刻のカタログを編集した。
しかしそこに提示した作品のデータは各博物
館提供のそれに従ったため、東南アジア全体
を見通した統一性をもつものではなかった。
そこで東南アジアのほぼ全体を一まとまりの
歴史的地域として取り扱う必要性を痛感し、
タイ湾を取り巻く各地域の造形芸術作品を特

定の時期を基準として比較検討する本研究を
開始した。 
 
 
２．研究の目的 

東南アジアの古代文化の成立過程の研究は、
古くはインドや中国の影響を重視しがちであ
った。その一方で第二次世界大戦後に独立し
た東南アジアの多くの国々では、自国の伝統
を尊重するあまり、インドや中国の影響のみ
ならず、東南アジアの他地域との関係もまと
もに検討しないという傾向が強まった。さら
に、歴史学、文献学、思想史、考古学といっ
た研究領域ごとの研究が主体であった。そこ
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で本研究班では、美術史、建築史、歴史考古
学、歴史学、仏教学の多様な研究者が集まり、
東南アジア全体を歴史的統一体として取り扱
い、東南アジア各地の文化の共通性と独自性
とを考察することにした。 
 
 
３．研究の方法 
 2 か月に 1 回程度の研究会の開催と、現地
調査を活動の中心とした。研究会は 3 年間で
20 回開催し、東京国立博物館の特別展の際に
開いた関係者のみの意見交換会を除き、大半
を一般人にも公開し、毎回 2 名程度の研究者
の発表と質疑応答とした。補助事業者以外に
延べ 12 名の研究者を発表者として招待し、多
角的な内容の研究会とした。 

現地調査は、2006 年夏に南タイ、同冬に南
インドのカルナータカ地方、2007 年春にジャ
カルタ、同夏にカンボジア、同冬に西インド
のグジャラートとデリー周辺、2008 年夏に中
部ジャワと東部ジャワで実施し、補助事業者
以外に延べ 10 名の若手研究者に研究協力者
として参加してもらった。遺跡や博物館で造
形資料を目の前にして、分野を異にする研究
者が自由に意見を交換するのは、きわめて意
義深いものがあった。現地の研究者との交流
も積極的に行い、2008 年秋には National 
Museum, Bangkok において、タイの研究者を
交えてこの研究班の研究成果報告会を開催す
る準備を進めていたが、政情不安のため実現
しなかったのはまことに残念である。 
 
 
４．研究成果 

東南アジアのモンスーン航海の確立はこれ
まで 1 世紀頃とされてきたが、すでに述べた
ように深見純生の研究により、4 世紀前半以
降に改められることになった。さらに扶南の
国家形成はインドの影響ではなく、東南アジ
ア内部の諸関係の結果と見るべきことを明ら
かにし、セデスの説く「第 1 次インド化」が
存在しなかったことを論証した。今後は教科
書の該当事項が書き換えられるなど、その意
義はきわめて大きい。 

さらに南アジアでの遺跡調査で収集された
写真資料を基にして、デカン地方のチャール
キヤ時代や、西インドのグジャラート地方の
美術と東南アジアの造形芸術との関連が注目
されることが期待できる。これまで東南アジ
アとの関連はパッラヴァ朝やチョーラ朝など
南インドのタミル地方のそれが重視されてき
たが、新しい視点を提示することが可能とな
った。これらの写真資料は、大阪大学総合学
術博物館のホームページで順次公開される予
定である。 
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